
   

月 

日(

土) 

日(

日)

の
二
日
間
に
わ
た
り
明
治
地
区
の
地
域
団
体
・

サ
ー
ク
ル
・
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
が
参
加
し
明
治
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
小
学
校
の
運
動
会
と
重
な
ら
な
い
よ
う

に
日
程
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

社
協
は
、
一
日
目
は
体
育
室
で
、
二
日
目
は
外
の
模
擬
店
会
場
で
福
祉
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
バ
ザ
ー
品
は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
さ
れ

た
品
々
で
す
。 

今
年
度
も
未
使
用
の
「
衣
類
」「
石
鹸
・
洗
剤
」「
タ
オ
ル
・
シ
ー
ツ
」「
文

房
具
」
な
ど
に
加
え
「
雑
貨
」「
子
ど
も
服
」「
玩
具
」「
食
器
」「
カ
バ
ン
・

バ
ッ
グ
」
な
ど
品
目
を
大
幅
に
増
や
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
品
物
３
０
７
６

点
ほ
ど
が
集
ま
り
、
二
日
間
の
売
り
上
げ
は
約 

万
円
で
し
た
。
バ
ザ
ー
の

売
り
上
げ
は
地
域
福
祉
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

                   

          

   
 

 

       
 

  

                

 

 

秋
の
お
楽
し
み
会 

～
今
回
も
楽
し
み
ま
し
た
～ 

 

長
い
猛
暑
が
去
り
、
秋
が
短
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
中
、 

月 

日
（
金
）、

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
招
い
て
「
秋
の
お
楽
し
み
会
」
を
明
治
市
民
セ
ン
タ 

ー
４
階
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。 

午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
け
、
参
加
者
は
合
計 

人
で
あ
い
変
わ
ら
ず
の
人
気
で
盛

会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
も
、
始
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、
被
害
が
多
く
深
刻
な
「
詐

欺
」
の
報
告
を
聞
き
、
参
加
者
か
ら
は
、
藤
沢
の
今
年 

月
ま
で 

件
４
億
円
と
い
う
被

害
金
額
の
多
さ
に
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
は
、
午
前
に
辻
堂
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
の
微
笑
ま
し
い
歌

と
ダ
ン
ス
、
演
奏
は
も
う
す
っ
か
り
お
馴
染
み
に
な
っ
た
「
ケ
イ
リ
ー
寺
谷
＆
Ｍ
Ｏ
Ｏ 

Ｎ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
に
よ
る
昭
和
ポ
ッ
プ
ス
や
オ
ー
ル
デ
イ
ズ
な
ど
９
曲
を
た
っ
ぷ
り

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

午
後
は
、
女
性 

人
の

「
藤
沢
ウ
ク
レ
レ
バ
ン
ド
」

の
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
日
本
の

ポ
ッ
プ
ス
曲
を
楽
し
ん
だ

あ
と
、
午
前
と
同
じ
く
、
ケ

イ
リ
ー
さ
ん
や
、
素
敵
な
声

と
笑
顔
の
女
性
ボ
ー
カ
ル

の
歌
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

明治地区社協だより （３） 
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地域の皆さんのご協力に感謝    

福
祉
バ
ザ
ー
開
催
！ 

11 
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バ
ザ
ー
の
品
物
を
集
め
る
際
に
フ

ー
ド
バ
ン
ク
へ
ご
協
力
い
た
だ
い

た
お
米
や
食
料
品
な
ど
の
品
物

は
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
さ

わ
」
へ
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。 

藤沢ウクレレバンド 

フードドライブも 

実施 

11 

ケイリー寺谷＆MOONFLOWER 

７5 

♬ 



  

 

 

毎
年
秋
に
行
う
視
察
研
修
、
今
回
は
９
月 

日
（
木
）
参
加
者 

 

人
で
小
田
原
市
酒
匂
に
あ
る
「
国
立
印
刷
局
・
小
田
原
工
場
」

と
、
小
田
原
市
入
生
田
の
神
奈
川
県
立
「
生
命
の
星
・
地
球
博
物

館
」
を
バ
ス
で
訪
れ
ま
し
た
。 

国
立
印
刷
局
は
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
の
創
立
で
、
約
１
５

０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
切
手
、
紙
幣
、
官
報
を
発
行
し
て
い
ま

す
。 

 

印
刷
工
場
は
全
国
６
か
所
、
午
前
中
に
見
学
の
小
田
原
工
場
は

昭
和 

年
（
１
９
４
１
年
）
の
設
立
で
す
。
最
寄
り
の
駅
はJ

R

鴨

宮
駅
。
敷
地
内
の
桜
が
見
事
で
一
般
開
放
日
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

昨
年
７
月
、
紙
幣
３
種
類
が
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
発
行
に
な
り
、

す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
ね
。
偽
造
防
止
策
が
何
重
に
も
施
さ

れ
、
印
刷
局
の
言
う
「
信
頼
の
も
の
づ
く
り
」
に
納
得
し
な
が
ら
の

見
学
で
し
た
。
こ
の
日
の
印
刷
は
千
円
札
で
し
た
。
ち
な
み
に
貨

幣
の
鋳
造
は
「
造
幣
局
」
で
す
。 

箱
根
駅
伝
の
山
登
り
・
山
下
り
の
中
継
点
で
お
な
じ
み
の
蒲
鉾

「
鈴
廣
」
で
海
鮮
昼
食
を
い
た
だ
き
、
午
後
は
博
物
館
を
見
学
し

ま
し
た
。 

県
立
「
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
」
は
、
す
で
に
訪
れ
た
人
で

も
、
何
度
来
て
も
見
ご
た
え
が
あ
る
と
言
う
ほ
ど
の
広
大
な
施
設 

で
し
た
。
地
球
や
神
奈
川
県
の
成
り
立
ち
か
ら
動
植
物
、
化
石
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

世
界
ま
で
学
習
で
き
ま
し
た
。 

 

「ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
参
加
者
増
え
る 

 
 

 

月
４
日
（
土
）
湘
南
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｂ
Ｃ
体
育
室
（
健
康
プ
ラ
ザ
体
育
室
） 

 

昨
年
に
続
き
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
会
は
障
が
い
者
向
け
の
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
中
心
に
広
～
く
み
ん
な
で
体
験
し
て
遊
ぶ
の
が
目
的
で
す
。 

 

ボ
ッ
チ
ャ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
モ
ル
ッ
ク
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
輪
投
げ
・
魚
釣
り
と
、
ゲ
ー
ム
は
６

種
類
、 

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
車
い
す
の
人
も
２
人
が
参
加
し
て
、
親
子
や
友
人
と
の
対
戦
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。 

ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
ご
と
に
シ
ー
ル
が
増
え
る 

喜
び
が
あ
り
、
参
加
賞
も
あ
り
・
・
・
と
有
意
義 

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

（２） 

29 

 

カローリング 

ボッチャ 

16 
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1８ 

 

「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」 

心
豊
か
な
日
々 

 

愛
知
県
春
日
井
市
の
山
あ
い
に
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
３
０
０
坪
の
土
地
を
買
っ
て 

年
、 

歳
に
な

る
建
築
家
と
そ
の
妻
の「
風
と
雑
木
林
の
物
語
」で
し
た
。

平
屋
を
建
て
、
木
々
を
育
て
、
畑
を
耕
し
豊
富
な
果
実
と

野
菜
が
ご
ち
そ
う
に
な
る
。 

樹
木
希
林
さ
ん
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
こ
ん
な
に
も
心

が
豊
か
に
な
る
日
々
」
が
描
か
れ
る
１
時
間
半
、
今
回
は 

 

人
が
観
賞
し
ま
し
た
。 
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10 

 

視察研修会 お札の発行まるわかり  

福祉推進会議 映画会  

「
国
立
印
刷
局
」
～
信
頼
の
も
の
づ
く
り
～ 

午
後
は
県
立
「
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
」
へ 

50 

 
90 

（Ｃ）東海テレビ放送 

魚釣り 

輪投げ 

小田原工場では、紙幣のほかに

印紙や切手、官報などを印刷し

ています 

モルック 

輪投げ 

明治地区社協だより 

「生命の星・地球博物館」 


